
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆっくり歩いて籠川の蛍を鑑賞します。 

※服装は長袖・長ズボン・運動靴がおすすめ！ 

問合せ：猿投北交流館 TEL:45－5480 FAX:45－5612 

平成 2６年度 猿投北交流館環境講座 

主催：猿投北交流館 

共催：猿投地区コミュニティ会議・加納町ふれあいまちづくり推進部・亀首町まちづくりの会 

☆「歌と演奏」 猿投フォーク村 

☆協力団体の紹介 

☆管弦混合アンサンブルの演奏  

アンサンブル・イシハラ 

☆友笑クラブ 

ウォーキング後、交流館でアンケートを書いて 

いただいた方に粗品をお渡しします。 

 

 
☆チラシの内容を変更することがあります。ご了承下さい。 

指定管理者：（公財）豊田市文化振興財団 

☆さとの声 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蛍は自然界からの「川をキレイにしてくれてありがとう」というメッセー

ジです。 

来年も再来年も沢山の蛍に会えるように、今自分のできる環境に優しい行動

をおこしましょう。そして 10 年後も 20 年後も美しい故郷であるために、

続けていきましょう。 

地域の皆さんが「ホタルの見守り隊」の大切なメンバーです。 

加納小学校の東を流れる籠川に、美しい蛍の乱舞が見られるようになり

ました。どうして、蛍が増えたのでしょうか。なぜ、川の水がきれいに

なったのでしょうか。 

平成 8年～10 年に、「猿投山やこの地域の自然を守り、昔のようにギフチョウやホタルが乱舞する里山に戻そう。」

という願いから、猿投山愛護会の方が、源氏ボタルの幼虫とその餌になる「カワニナ」という貝を放流してくださ

いました。それから、長い年月を経て、地域の環境保護への意識も高まり、待望のホタルの乱舞がみれるようにな

りました。また平成 23 年からは、「友笑クラブ」（加納町老人会）の方がホタルのえさになる「カワニナ」を育て

てくださっています。 

＜お願い＞ 

・ 蛍は１～２週間の短い命です。捕まえずに見るだけにしましょう。 

・ 蛍のいるところでは蛍同士のコミュニケーションの妨げになりますので、懐中

電灯やカメラのフラッシュを使うのはやめましょう。 

・ 農家の方の田畑には入らないでください。 

・ 地域の方に迷惑をかけないようにしましょう。（大声等） 

・ 川原に入らないようにしましょう。（ヘビ等がいる） 

●「猿投山愛護会」「里山会」による猿投山の清掃活動 

●「猿投山愛護会」による“源氏ボタル”と餌になる“カワニナ”の放流 

・加納小学校の児童による川の水質検査とエコ活動の啓発と推進 

・猿投中学校の生徒による猿投山美化登山と通学路クリーン作戦 

・自治区役員・環境美化委員によるごみステーションの分別収集の指導 

・町内会全員による河川掃除 

・老人クラブによる清掃・除草活動 

・各家庭の洗剤・農薬・除草剤の使用を減らす努力 

・事業所の廃液の量を減らす努力 

・各町の町づくり委員による除草活動 

●各家庭でのゴミ分別の定着 

長年にわたるみなさんの努力があってこその蛍の復活です！ 


